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利根山光人記念美術館 平成28年度企画展開催中‐

二人展―高橋大八・伊東才紀・中野光雄■
元専任研究員合同作品展
平成28年 8月 27日 (土 )～ 11月 30日 (水 )

利根山光人記念美術館開館 20周年を記念し、今回の企画展は、

長年美術館を支えてくださった元専任研究員 3人の作品を展示し

ています。

高橋大八氏は平成 8年 4月 1日 から平成 25年 11月 30日 まで、

伊東才記氏は平成 14年 4月 1日 から平成 21年 11月 30日 まで、

中野光雄氏は平成 15年 4月 1日 から平成 25年 11月 30日 まで、

専任研究員として美術館開館以来、受付や美術館通信の作成、絵

画教室などに携わっていただきました。

ご自身が精力的に多くの作品を作成された中から、優しい色合

いの個性あふれる作品を是非、見にいらしてください。
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『通したい北上| ―の風景画』
北上市主催の絵画教室に応募し、千田浩文先生の御指

導のもと初めて油絵に挑戦。そして絵を描 く楽しさを学

ぶことが出来ました。

でも、スケッチを行
Lな ったこともないため伺|を描けば

よいのか、なかなかキャンバスが埋まりませんでした。

そんな中、昔撮った写真の中に「茅葺き屋根」の家があ

りました。幼いころを思い出しながらこの「茅葺きの家」

を描いてみました。

今ではほとんど見ることが出来なくなってしまいまし

た「茅葺き屋根の家」。北上市の「みちのく民俗村」で

大切に保存、保管されているのがみられます。

子供の頃には数多く見ることが出来たのに、時代の流

れでしょうか・ 00

絵を描 く楽しみ、そして仲間との出会いを大切にこれ

からも続けて行きたいと思っております。

千田 廣繁さん
(利根山光人記念美術館光の会 )

想い出「故郷」



『早稲田学報』とは早稲田大学校友会が発行して

いる会報であり、利根山光人画伯は数年その表紙を

描いていました。今回は昭和 53年 10月 15日 発行
の中の「表紙によせて 見るなの蔵」より藤田圭雄
氏の文章を抜粋して紹介します。
「民話には、それを語り伝える人々の、偽らない、

飾 らない、生の気持ちが

描かれている。喜びや悲

しみだ けでな く、人間

がもつ、 うらみそねみ、

数々の欲望のようなも

のも、いろいろな形で人

生の複雑 な櫂 を作 り出

す要素 として書 き出さ

れている。見るなの座敷

の系統 の物語 もそのひ

とつだ。好奇心と欲望 と

い う二つの心の動 きは

誰にでもあり、なかなか

制御できないものだ。」
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ホテルシティプラザ北上ロビー
にて開催中 !

平成28年 10月 31日 (月 )まで

北上川と展勝地そして、利根山光人記念美術館が

見えるホテルシティプラザ北上のロビーにて、利根

山光人画伯の作品を展示させていただいています。

好評につき 10月 まで延長になりました。これか

ら紅葉の季節、展示作品の入れ替えもしております

ので、足をお運びいただき、美術館 とは違う雰囲気

の中で画伯の作品を是非御覧ください。
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早稲田学報 10月 号

(1978)
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利根山光人記念美術館と私～美術館から見える曲～

嫌な事、あるいは失敗した事は鮮明に記憶していて、楽しかった事はなかなか記憶から出てこない。

そんな自分はネガティブ思考なのだろうか ?

その思考の中でも、一瞬の出来事、ある日の風景、出会った顔、その場の空気感、風さえも思い出す。

家から毎日見る西山は、時間、季節、心身の調子によって同じ山でも表情が違って見える。

山の絵は多くの人が描いているし、日本はどこに行っても山があるから、今更描 く気にならなかった。

ランスのパリからノルマンディとバルビゾンまで 100km以 上バスで旅行した時に見た景色は、日本では当

り前にある山はなくただゆるやかな大地だった。

日本に帰ってきて、改めて日本の良さを知った旅になった。

それから急に厳 しい冬の西山を描きたくなり、しかも迫 りくるよ

子 どもの頃、絵を描 くのが楽 しかったことを、長 く描いてきて

忘れてしまっていたのかもしれない。

山の下には静かな木々があり我々の住んでいる家、生活がある。

山同士、山の高さを競い合っているようだ。

長年通っている美術館からは家から見る山の表情 とまた違って

見える。

四季折々の美術館からの山の表情を皆様 も是非見に来て くださ

い 。                                                            
゛

高橋 平光
(利根山光人記念美術館専任研究員)

発 行 北上市まちづ くり部生涯学習文化課
〒024-0061 岩手県北上市大通 り1-3-1 電話 0197-72-8304 FAX 0197-63-3121

うに素直に描きたいと思った。


